
令和５年度 体育科 授業改善推進プラン 

大田区立嶺町小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・技のポイントを明確に伝えることで、技能向上のために進んで練習に取り組む児童がいた。 

・年度初めに各学年が系統的な指導を意識し、当該学年で何を身に付けるべきかをおさえ、

指導にあたることができた。 

 ・一斉一律な課題解決ではなく、個々の実態に合った課題設定を行ったり、場を選択したり

しながら学習を進めていくことができるようになってきた。 

（２） 課題 

 ・個の学習の質をさらに深めるため、協働的な学習や個別最適な学び、友達と協力して試行

錯誤させながら、学習を進めていく必要がある。 

 

２ 東京都統一体力テストの結果分析 

（１） 正答率（経年比較） 

 令和５年度結果 令和４年度結果 令和３年度結果 

第４学年 
・今年度の結果が未着

のため、後日追記。 

（第４学年時） 

・20mシャトルラン（全身持久力）

が全国平均・都平均を大きく下回っ

ている。 

 

第５学年 
・今年度の結果が未着

のため、後日追記。 

（第５学年時） 

・男子はソフトボール投げ（巧緻

性・瞬発力）、女子は20mシャトル

ラン（全身持久力）が全国平均・都

平均を大きく下回っている。 

（第４学年時） 

・男子はソフトボール投げ（巧緻

性・瞬発力）、女子は20mシャトル

ラン（全身持久力）が全国平均・都

平均を大きく下回っている。 

第６学年 
・今年度の結果が未着

のため、後日追記。 

（第５学年時） 

・男子はソフトボール投げ（巧緻

性・瞬発力）、女子は20mシャトル

ラン（全身持久力）が全国平均・都

平均を大きく下回っている。 

（第５学年時） 

・反復横跳び（敏捷性）が全国平均、

都平均を大きく下回っている。 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自己の課題のもち方が分か

らない児童が多い。児童自

身が自分の運動技能につ

いて知る必要がある。 

・運動経験の差により、基本

的な技能の差が見られる。 

・運動に必要なこと、うまく

いくために必要なことな

ど考えた事を友達に伝え

ることができる時もある。 

・自己の課題解決に向けた方

法や練習の場を見つける

ことに課題が見られる。 

・課題に対する解決方法を伝

えたり、教え合ったりこと

に課題が見られる。 

・安全に気を付けて運動を行

うことはできている。 

・普段の運動経験なども含め

て技能差により、運動へ主

体的に取り組む姿勢に差

がある。 



② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

＜５年生＞ 

・基礎的な技能は身について

いる児童が多い。 

・各運動の行い方について理

解している児童が多いが、

技の習得につながらない

児童もいる。 

・観察カードや学習カードへ

の記入から、ポイントを理

解している児童が多い。 

 

 

 

 

 

＜６年生＞ 

・基礎的な運動能力に課題が

ある。（筋力・敏捷性） 

・その領域で必要な技能ポイ

ントを見付けることがで

きるようになってきた。 

 

＜５年生＞ 

・自分の能力に適した課題を

見付け、できるようになる

ための場を選んだり、活動

を工夫したりすることが

少しずつできるようにな

ってきた。 

・友達と技のコツを伝え合っ

たり、チームでよりよくす

るための話し合いが上手

に行える児童が多い。 

・一方で、考えたことや、ア

ドバイスを友達に伝える

ことが難しい児童もいる。 

 

＜６年生＞ 

・気付いたことを他者に伝え

ることができるようにな

ってきた。 

・自分に必要な課題が何かを

具体的に分かっておらず、

楽しそう、友達がやってい

るからという理由で、課題

解決の時間が終わってし

まう児童が多い。 

＜５年生＞ 

・器械運動など「できる」「で

きない」がはっきりする運

動ではできる技に取り組

むが、苦手な技には挑戦し

ない児童が多い。 

・運動に進んで取り組み、き

まりを守って運動に取り

組むことができる。 

 

 

 

 

 

 

＜６年生＞ 

・不得意な運動に対して、粘

り強く取り組むことが苦

手な児童が多い。 

・この運動が「できるか、で

きないか」だけで判断して

いる児童が多い。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・運動遊びの特性に応じた楽

しさを味わわせるため、児

童が成功体験を得やすい

ように、課題やルール、用

具などを工夫する。 

・運動のポイントを明示し、

基本的な動きを身に付け

られるような授業展開を

する。また、運動量の多い

運動遊びを多く取り入れ

る。 

 

・児童が自分自身の課題を把

握したり、解決方法を考え

たりすることができるよ

うに学習カードを活用す

る。また、各種の運動遊び

の楽しさに触れることが

できるように、いろいろな

場の設定を工夫する。 

・友達のよい動きを見付けた

り、自分が工夫した動きを

動作や言葉で伝えたりす

る時間を設定する。 

・児童がすすんで運動遊びに

取り組めるように、場や行

い方を工夫する。 

・楽しく運動遊びを行うため

には、規則やルールを守

り、友達と仲よく運動をし

たり、勝敗を受け入れたり

することが大切であるこ

とを指導する。 

・低学年から学習規律や服装

の指導を行う。 

 



（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・学習カードの工夫などをし

て、運動のポイントを押さ

えることで、自己の課題を

見付けられるよう指導す

る。 

・具体的数値を計測したり、

ICT 機器を活用して動きを

撮影したりすることで児

童自身が課題を見付けら

れるようにする。 

・運動量を確保した授業を展

開する。 

・課題にあった活動を工夫で

きるよう、教師から練習で

きるポイントも含めて場

を提示し、その中から選べ

るようにする。 

・授業の中で運動のポイント

を言語化し、用いること

で、児童同士で伝え合った

り、教え合ったりできるよ

うに指導する。 

・自分の考えをもつための時

間と自分の考えたことを、

友達に伝える時間を確保

する。 

・易しい場や課題から運動を

始めたり、場を工夫したり

することによって個人差

にあった運動に取り組み、

すべての児童が成功体験

を積めるようにする。 

・児童の「やってみたい」を

引き出す単元計画を作成

する。 

・目標達成に必要な事項を、

児童自身が課題を段階的

に設定し、活動を調整でき

るように、目標の設定の仕

方、スモールステップで上

達できるようなポイント

を具体的に示し指導する。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・単元のゴールイメージをも

てるよう、動画をみてポイ

ントを見付ける活動を単

元の最初に行う。 

・技能ポイントを明確にし、

獲得できるような感覚づ

くりを行う。 

 

・課題を解決するために必要

な方法、手立てを充実させ

る。それらをはじめに提示

するのではなく、課題に応

じて提示していくことで、

必要感をもち、課題解決で

きるようにする。 

・「身体の使い方」に着目し

て、技能を向上させるため

に何が必要かを考えられ

るようにしていく。 

・「できそうだ」「やってみた

い」「上手になりたい」と

思えるような単元全体の

ゴール設定を心掛ける。 

・粘り強く取り組むことがで

きるよう、課題解決の時間

を確保する。 

 


